
就業等相談窓口の設置・女性就業支援プログラム事業 【福岡県朝倉市】

・朝倉市は、農業を基幹とする地域であったため、市民の意識には「男は仕事、女は家庭」に代表される
「男女の固定的性別役割分担意識が依然として残っており、男女不平等な慣習や慣行も残っている。
〈令和2年市民意識調査、性別役割分担に同感する男性28.4％、女性21.4％〉
・朝倉市女性の就労状況〈R2国勢調査〉
女性の就業率は、55.3％（15歳以上の人口23,402人 労働力人口11,956人）であり、男性の71.2％と比較して女性
の就業は低い。
・朝倉市は平成29年九州北部豪雨災害を受け、その復興の鍵である地域再生に女性の力が必須である。
農地を流され就業に影響を与えたり、生活全般の悩みを抱えている女性もいる。また、朝倉市母子相談員の年間
相談件数はR3年度162件、R4年度153件と減少傾向ではあるが、様々な課題、困難を抱えている方の相談内容は、
複雑化・深刻化してきている。就業支援等をし、将来に向けて経済的自立が出来ることや、個人の抱える課題解決
へのサポートが必要である。

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果
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事業番号 1

市では、朝倉市男女共同参画推進計画の目標の一つである「朝倉市男女共同参画センター」を令和2年度の開設以来、面接相

談員を雇用のうえ、専用電話や面談（予約制）による就業相談等を実施し、相談機能充実に向けて、身近で気軽に平日いつでも
相談をできる機会を増やすことで、コロナ禍での経済的、精神的不安の解消、就業への支援等につなげることをねらいとした。

女性の就業につながる支援プログラムでは、就職への不安の解消、社会的自立の支援に向けて意識の改革、場づくりを行うと

共に、手仕事で収入につながる講座「寄り添い支援講座」を実施し、社会へ関わる機会づくりの取組を実施した。

・令和2年4月の男女共同参画センター開設以来、就業等様々な問題・困難をかかえている方への相談窓口（電話、予
約面談）を開設している。身近で気軽に平日いつでも相談をできる機関として、精神的、経済的な不安への、就業への
支援等につなぐことができるよう、面接相談員を１名配置している。また、社会参加や就業をしていない女性のための
取組として、該当者に社会的な接点を作っていくために、講座を開催した。
〈事業設計〉
対象者：社会参加や就業をしていない女性、家族
〈事業全体の概要〉

・年間を通した相談窓口の開設（男女共同参画センターまで来れない人のために甘木・朝倉地区の公共施設にも相談
対応に出向く）
・就職への不安の解消、社会的自立の支援につながるような場づくりと自宅ででき、収入につながるお仕事体験「寄り
添い支援講座」の実施
〈工夫及び特色〉

・課題を抱えている女性の自立と就業に向けた支援ができるような場づくりを計画する。

・特定非営利活動法人 フリースペースよつば
・福岡県男女共同参画推進課、福岡県男女共同参画センター
・近隣の市町村 朝倉郡筑前町、朝倉郡東峰村、うきは市
・朝倉市社会福祉協議会
・男女共同参画ネットワーク朝倉（ＮPO法人家庭子どもセンター、特定非営利活動法人住みよい朝倉をめざす風
おこしの会、翼の会朝倉市）

相談者に寄り添い、悩みを傾聴し課題の整理をすることで、相談者の不安を払拭したり、日常生活において、生きや

すい環境を作るための気持ちの整理につながるという効果があった。就業支援セミナーにより、コロナ禍の中、就業へ

の意欲が促進できたことが、事業終了後のアンケートからも検証できた。

「寄り添い支援講座」参加者16名の内、市内からの参加者がR3年度より若干増加したが、もっと多くの参加者
に来てもらえるよう講座内容を充実し、会場選考も検討したい。
また困難を抱えている女性への情報提供の工夫として、家族をはじめ各種団体にも働き掛けをしていきたい。



事業の概要

生き方働き方を考える（開講式）

キャリアプラン講座 お正月しめ飾り

簡単ダンスとリラックスヨガストレッチ
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